
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：8 ヶ月の娘。離乳食後にミルクをあげたら嘔吐。胃腸炎に罹っているのでは…と心配。  

Ａ：消化機能が低下しているときに与えた離乳食の内容によっては、消化しきれずに嘔吐してしまうことがあります。

嘔吐は一回だけで現在は元気な様子なので、離乳食を中止してミルクのみにして少し様子を見てみましょう。 

 

Ｑ：60歳代の夫。血液検査で、ピロリ菌、ペプシノゲンが陽性の結果。除菌した方がよいのか？  

Ａ：ピロリ菌は 50歳代以上では 7割が持っているというデータもあり、胃がんの原因になっていることが分かっていま

す。積極的に除菌する傾向にはありますが、薬の副作用や、除菌してもメリットが少ないと思われる場合もあり、

除菌するかどうかは体質、状態によって医師の判断となります。胃の状態が良く、これまでずっと悪い影響が無

かったのであれば、今後も当面は問題ないとも考えられます。検査結果を持参して内視鏡設備のある医療機

関で相談してみてはいかがでしょうか、  

 

ヘルスアドバイザーから、今月のひとこと！ 

インフルエンザを中心とするウィルス感染による風邪の季節を迎えています。「薬でなく自

分で治す方法は？」「風邪をひかないための注意は？」など、毎年数多くの相談をお受け

しています。風邪は原因となるウィルスが、鼻、喉などの粘膜に感染し、その部分が急性の

炎症を起こし、咳やくしゃみ、鼻水、鼻づまり、喉の痛み、頭痛、発熱、下痢など多彩な

症状として現れたものです。風邪に罹る人が季節の変わり目に多いことから、気温が低い

だけではなく、大気中の湿度も風邪の流行を左右する原因と考えられています。特に湿

度が低い空気中では、ウィルスの活性化が長時間失われないことが実験で確かめられて

おり、換気や加湿が必要です。また、風邪の予防にはうがい、手洗いが鉄則。うがいは30

秒以上、水道水やカテキンの多い緑茶で、起床後すぐ、食後、外出後、寝る前など回数

を多くし、喉に付いたウィルスを落とすことが予防に効果的です。風邪に罹ったら、安静、保

温、栄養の三原則が大切です。部屋全体を適温にする、消化が良く栄養価の高いもの

を三食摂る、発汗などで失われる水分とミネラル分を十分補給する、くつろいで安静にす

る、いつもより意識して睡眠時間を多くとる、などでこじらさないように過ごしましょう。 

ご自身やご家族の健康で気になることがあったら、ぜひファミリー健康相談をご活用

ください！専用電話番号はホームページの「お知らせ」をごらんください。 

今月のテーマは 

「風邪の予防と対処法」 

ファミリー健康相談ではこんな相談が・・・ 

毎年11月頃から春先にかけて、腹痛、下痢、嘔吐などの相談が

多くなりますが、昨年の冬は「新型ノロウィルス流行の可能性」

との報道があり、ノロウィルスを主とする感染性胃腸炎を心配す

る声が多数寄せられました。ファミリー健康相談では、流行性の

感染症でもヘルスアドバイザーや内科、小児科顧問ドクターが最

新の情報を元に、家庭での対処法や受診の目安、感染の予防方法

などについてアドバイスしています。 

ファミリー健康相談ではこんな相談が・・・ 
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